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大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
で
、
こ
の
日
天
皇
は
三
条
実
美
内
大
臣
以
下
を
従
え
、
賢
所
等
に

お
い
て
、
皇
祖
皇
宗
の
神
霊
に
皇
室
典
範
及
び
憲
法
制
定
の
告
文
を
奏
し
、
続
い
て
正
殿
に
お
い
て
憲
法
発
布
式
典
を
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の

式
典
に
は
政
府
大
官
等
の
他
に
府
県
会
議
長
等
も
参
列
し
た
。
総
理
大
臣
に
授
け
ら
れ
た
憲
法
の
上
諭
に
は
「
朕
祖
宗
ノ
遺
烈
ヲ
承
ケ
万
世

一
系
ニ
帝
位
ヲ
践
ミ
朕
カ
親
愛
ス
ル
所
ノ
臣
民
ハ
即
チ
祖
宗
ノ
恵
撫
滋
養
シ
タ
マ
ヒ
シ
所
ノ
臣
民
ナ
ル
ヲ
念
ヒ
其
ノ
康
福
ヲ
増
進
シ
其
ノ
懿

徳
良
能
ヲ
発
達
セ
シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
願
ヒ
又
其
ノ
翼
賛
ニ
依
リ
与
ニ
倶
ニ
国
家
ノ
進
運
ヲ
扶
持
セ
ム
コ
ト
ヲ
望
ミ
乃
チ
明
治
十
四
年
十
月
十
二

日
ノ
詔
命
ヲ
履
践
シ
茲
ニ
大
憲
ヲ
制
定
シ
朕
カ
率
由
ス
ル
所
ヲ
示
シ
朕
カ
後
嗣
及
臣
民
及
臣
民
ノ
子
孫
タ
ル
者
ヲ
シ
テ
永
遠
ニ
循
行
ス
ル
所

ヲ
知
ラ
シ
ム　

国
家
統
治
ノ
大
権
ハ
朕
カ
之
ヲ
祖
宗
ニ
承
ケ
テ
之
ヲ
子
孫
ニ
伝
フ
ル
所
ナ
リ
朕
及
朕
カ
子
孫
ハ
将
来
此
ノ
憲
法
ノ
条
章
ニ
循

ヒ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
愆
ラ
ザ
ル
ヘ
シ　

朕
ハ
我
カ
臣
民
ノ
権
利
及
財
産
ノ
安
全
ヲ
貴
重
シ
及
之
ヲ
保
護
シ
此
ノ
憲
法
及
法
律
ノ
範
囲
内
ニ
於

テ
其
ノ
享
有
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
宣
言
ス　

帝
国
議
会
ハ
明
治
二
十
三
年
ヲ
以
テ
之
ヲ
召
集
シ
議
会
開
会
ノ
時
ヲ
以
テ
此
ノ
憲
法

ヲ
シ
テ
有
効
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
期
ト
ス
ヘ
シ
…
…
」
と
あ
る
。
第
一
回
帝
国
議
会
は
翌
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
に
開
院
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
時
か
ら
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日
に
形
式
的
に
は
こ
の
憲
法
の
改
正
で
あ
る
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
時
ま
で
、
六
十
年
弱
こ

明
治
憲
法
発
布
百
二
十
年
に
思
う

伊

藤
　

隆

巻
頭
言
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の
憲
法
の
下
で
日
本
の
政
治
は
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
新
憲
法
」
は
米
占
領
軍
の
強
力
な
「
指
導
」
の
も
と
占
領
下
で
作
ら
れ
た

と
い
う
極
め
て
変
則
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
日
本
帝
国
憲
法
は
非
欧
米
国
家
で
機
能
し
た
最
初
の
憲
法
で
あ
っ
た
。
憲
法
停
止
や
憲
法
改
正
と
い
う
こ
と
が
稀
に
言
わ
れ
た
に
も
拘

わ
ら
ず
機
能
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
憲
法
は
欧
米
識
者
に
も
評
判
は
良
か
っ
た
。
既
に
送
付
し
て
あ
っ
た
英
訳
憲
法
に
つ
い
て
そ
の

批
評
を
聞
く
こ
と
も
一
つ
の
役
目
で
あ
っ
た
金
子
堅
太
郎
は
、
明
治
二
十
二
～
三
年
、
各
地
で
ド
イ
ツ
憲
法
を
倣
っ
た
こ
と
や
そ
の
中
に
英

国
憲
法
の
主
義
を
包
含
し
た
こ
と
の
賞
賛
と
、
議
会
の
権
限
が
大
き
く
、
政
府
の
運
営
に
困
難
を
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
聞

い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
ハ
ー
バ
ー
ド
で
の
か
つ
て
の
恩
師
ホ
ー
ム
ズ
は
「
日
本
人
民
は
こ
の
憲
法
を
以
て
満
足
せ
し
や
否
や
に
あ
り
。
横

浜
メ
ー
ル
新
聞
の
記
載
す
る
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
憲
法
発
布
の
当
時
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
人
民
は
こ
の
憲
法
を
以
て
満
足
し
た
る
こ
と

を
認
め
た
り
。
日
本
憲
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
憲
法
の
如
く
人
民
の
腕
力
に
訴
え
て
制
定
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
全
く
天
皇
の
恩
賜
に

し
て
人
民
も
ま
た
そ
の
恩
賜
を
感
拝
す
る
を
見
れ
ば
、
実
に
喜
悦
の
情
に
堪
え
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
実
際
日
本
国
内
で
、
民
権

運
動
家
が
こ
の
憲
法
に
反
対
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

　

憲
法
も
制
定
し
た
時
の
状
況
を
反
映
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
法
文
上
強
力
な
権
限
を
有
す
る
天
皇
が
ス
ム
ー
ズ
に
統
治
す
る
た
め

に
基
本
的
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
「
元
老
」
と
い
わ
れ
た
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
天
皇
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
明
治
国
家
建
設
の
父
で
あ
り
、
広
く
権
威
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
元
老
は
固
有
の
根
拠
に
依
る
も
の
で
あ
る
か
ら
補
充
は
不
可
能
で
、

彼
等
が
死
去
・
老
齢
化
し
た
後
の
こ
の
憲
法
の
運
用
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
軍
部
の
勢
力
の
増
大
に
も
拘
わ

ら
ず
、
こ
の
憲
法
の
存
在
が
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
を
不
可
能
に
し
た
の
で
あ
り
、
強
力
に
な
っ
た
軍
部
も
議
会
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
の
存
在
が
日
本
の
「
侵
略
戦
争
」
大
東
亜
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
全
く
根
拠
の
な
い
議
論
も
あ
る

が
、
こ
の
憲
法
の
最
も
「
民
主
的
」
な
解
釈
者
で
あ
り
、
国
体
明
徴
運
動
の
標
的
に
さ
れ
た
美
濃
部
達
吉
は
「
新
憲
法
制
定
」
に
反
対
し
て
、

統
帥
権
そ
の
他
若
干
の
条
項
の
改
正
を
す
れ
ば
、
こ
の
憲
法
で
充
分
に
や
っ
て
い
け
る
と
主
張
し
た
程
で
あ
る
。

　

現
在
九
条
問
題
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
憲
法
全
体
を
全
く
新
し
い
草
案
を
作
る
自
主
憲
法
か
、
美
濃
部
の
考
え
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た
よ
う
に
明
治
憲
法
を
修
正
し
た
草
案
を
作
る
か
、
憲
法
改
正
論
者
で
あ
っ
た
石
橋
湛
山
が
提
案
し
た
よ
う
に
取
り
敢
え
ず
、
九
条
を
残
し

て
、
第
三
項
を
作
り
、
憲
法
前
文
の
想
定
し
て
い
る
よ
う
な
国
際
情
勢
が
実
現
す
る
ま
で
、
第
二
項
を
凍
結
す
る
と
い
う
方
法
な
ど
様
々
な

選
択
肢
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
米
同
盟
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
基
本
的
に
自
分
の
国
は
自
分
で
護
る
と
い
う
姿
勢
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
憲
法
が
国
家
の
基
本
法
で
あ
る
限
り
そ
れ
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）




